
校内 県 比較（県） 校内 県 比較（県） 校内 県 比較（県）

79.4  74.3  5.1  74.9  72.0  2.9  76.0  72.4  3.6  

80.5  74.9  5.6  77.6  74.5  3.1 76.8  74.6  2.2  

74.5  71.4  3.1  62.8  60.9  1.9  73.2  65.3  7.9  

78.9 79.5  －０．６ 79.8  75.9  3.9  70.6  65.8  4.8  

72.1  65.9  6.2  63.2  62.9  0.3  81.0  78.5  2.5  

75.1  71.1  4.0  71.0  69.6  1.4  

85.5  78.5  7.0  70.9  68.3  2.6  

77.0  76.2  0.8  67.8  64.7  3.1  71.2  67.4  3.8  

71.4  65.9  5.5  78.3  75.2  3.1  80.2  76.2  4.0  

74.4  70.5  3.9  71.9  69.7  2.2. 76.1  72.6  3.5  

85.3  78.1  7.2  

2．調査における課題・対策について

・全ての項目で県平均を上回り、一定の定着は見られた。

・資料から情報を抜き出し立式することが難く、活用する力が弱い面がある。

・読書の幅を広くし、読み取りに力を入れる。（説明的文章や物語文） ・身近なことから疑問や・課題に出会ような授業展開を工夫する。

３．1学期単元末テスト結果　　重点目標のA評価３８％以上C評価８％以下の達成について（全校集計）　AもC達成◎　Aだけ達成○　AもCも未達成△

1学期 2学期 3学期 1学期 2学期 3学期 1学期 2学期 3学期

○ ○ ○
◎ ◎ ○
◎ ◎ ◎

４．学力向上に向けた具体的な取組について（1.2.3を受けて）

①　学力向上推進計画について

　２８年度１学期重点的取組から

１学期 ２学期 ３学期 1学期 1学期 ３学期 1学期 2学期 ３学期

学年
実施
日

月
金
月
金
月
金
月
金
月
金
月
金

毎日（漢字・計算・日記・音読）
自学

力　　　点 取　　　組
ほうふタイム

力　　点 取　　組

③校内研究推進計画について【研修部を中心とした取組及び各班の取り組み】
＜研究主題＞　伝え合う力を高める国語科授業の創造～効果的な交流・振り返りの活動を探る～
＜研究仮説＞　子どもの目的意識を大切にした学習展開において、教室状況や話し合いの視点を確かめた交流の場を位置付け、交流後の振り返り活動を工夫すれ
　　　　　　　　　　ば、交流の中で出会った新たな事実や考えを取り入、伝え合う力の高まりを自覚することができるであろう
＜研究内容と方法＞・　国語科「読むこと」を中心とした授業実践を積み重ね、参観や分析、事後研究会を通して仮説検証を行っていく。日常の授業づくりにつながる
　　　　　　　　　　　　　　　　成果と課題を明らかにする（授業改善）

　　　　　　　　　　　　　　・　基礎基本の定着を図り、活用型の問題にも計画的に取り組んでいく（学力向上）→「ほうふタイム」の充実・家庭学習のすすめ・学習規律の
　　　　　　　　　　　　　　　　徹底（小中一貫）・学習（言語）環境の整備・単元末テストの分析

計算力の向上
音読
基礎基本

「話す聞くスキル」
計算ドリル　算数テストのやり直し　算数プリント
「話す聞くスキル」
漢字小テスト　計算プリント

６０分以上の学習内容

７０分以上の学習内容

３年

４年

５年

６年

「話す聞くスキル」いろいろな読み方で楽しく読む
算数の苦手なところの充実 プリント学習・計算カード・時計（苦手）

音読　漢字
学習したことを振り返る　基礎基本の問題

「話す聞くスキル」　ドリルからのミニテスト
算数プリント

やり直しを徹底させ、
基礎基本の力をつける

漢字　計算　音読　読書

音読　暗唱　発表力

ひらがなの習得 「話す聞くスキル」ひらがなプリント
数の基本的理解の習得 「いくつといくつ」一人ずつチェック、たしざんひきざんめくりカード・計算プリント

音読　大きな声ではっきりと

家庭学習の定着 ６月中旬～まいべん（音読・めくりカード）

国語、算数の学習内容の
定着

漢字ドリル・計算ドリル・音読・
計算カード（１年）

計算力　音読の仕方
計算力　漢字力

「話す聞くスキル」　１００マス
漢字テスト　１００マス

基礎基本　復習 算数プリント　漢字学習

国語算数の内容を毎日入れる
テスト前の予習復習

１年

２年

②補充学習〔ほうふタイムや家庭学習〕

家庭学習

3　家庭学習のすすめの浸透と学習時間達成の日常
化　　学力の定着のための練習

項　　目

家庭学習時間調査を行
い、毎日の家庭学習の充
実を図る
学年ごとに学習の紹介コー
ナーを設定して、互いの学習
の様子を見合う・参考にする

ほうふタイムに基礎基本の
問題と活用型問題を取り入
れる

宿題の出し方を工夫し、
確認・やり直しまでする

3.8

2.3

3.6

3.5

・実験等で体験すること・触れてみることなどを通して知識としての定着を
図る。記述問題では、重要なキーワードを入れて説明するように日常的
に取り組む。

・実験の目的・方法・予想・結果・考察をノートにまとめたり、日常生活と
結び付けて考えたり、視聴覚教材を有効活用したりする。

・問題解決のための情報を集めて解決する等の問題をほうふタイムや家庭
学習、週末プリント等に取り入れ応用的な問題にも取り組む。

・大きな数や見積もり・単位換算・その他基本の問題は繰り返し学習で定着
を図っていく。

・全ての項目で県を上回り、伸び率も高い。特に４年次に比べ、活用問題
がアップしている。

・問題別にみると、植物の成長や電気のはたらき、物の体積と温度・
あたまり方等に不正解がある。また、記述問題に弱い面もある。

基
礎
・

活
用

分
類

領
域

教科全体

平均正答率

数学的な 考え方

数量や図形 についての 技能

区分

活用

基礎

教科全体

数量関係

図形

量と測定

数と計算

平均正答率

基
礎
・

活
用

分
類

区分

活用

基礎

教科全体

伝統的な 言語文化と 国語の特質に 関する事項

読むこと

書くこと

話すこと・ 聞くこと

話す・聞く 能力

書く能力

読む能力

言語につい ての知識・ 理解・技能

理　　　　　科

平成２８年度後期～２９年度前期　豊　府　小　学　校　学　力　向　上　プ　ラ　ン       
１．学力の現状【基礎基本学力定着状況調査結果概要より（平成2８年４月実施５年生）】　県正答率を上回った校内項目に青　県との比較は５以上青３～５は黄色１～３は薄赤－は赤

生命・地球

科学的な 思考・表現

観察・実験の 技能

自然事象 についての 知識・理解

国　　　　語 算　　　　数
平均正答率

数量や図形 についての 知識・理解

物質・ エネルギー

領
域

基
礎
・

活
用

分
類

区分

活用

基礎

領
域

国語 算数 理科

１　授業改善の視点で、校内研究の主課題
である交流と振り返りの場の設定を通して児
童の考える力や伝え合う力を高める

書く

読む

言語

考え方

技能

知識理解

思考判断

技能

知識理解

２　学習規律の徹底

評価３．８以上（概ね良好）には青　３以下（改善が必要）には赤

項　　目

時間を守る（始まり
と終わり）

話をしっかり聞く
（「話す・聞く」の掲
示の利用）

振り返り・自己反省
（連絡帳等の利用）

適切な課題やめあ
ての設定とまとめ
の位置づけ
交流の場振り返り
の場を毎時間設定
し、次時に思考を
つなぐ

3.5

3.3

1.8

・漢字の練習とともに文法に関する問題を宿題や復習プリントに取り入れて
行く。

・「話すこと・聞くこと」は県より０．６ポイント下回ったが、それ以外は全て県を上回って
いる。言語は高いポイントである。活用問題が４年時よりアップしている。

・問題別にみると、文章構成の把握や連用修飾語についての理解・話し方
の工夫・自分と相手の共通点や相違点を考えて話し合うこと等に問題がある。

・研修の重点でもある効果的な交流の場の設定を工夫していく。賛成、反対
の立場を明らかにした話し合いや根拠をもった意見を大切にしていく。

・問題別にみると、帯分数の繰り上がりや四角形の対角線の性質に関する
問題、切り上げ切り捨ての仕方等に不正解がある。

　国語の「書く」算数の「考え方」理科の「思考表現」「技能」に課題がある。　　　　　　　　　　　どの教科もC層への手立ての工夫から全体へのきめ細かな指導を行う。

授業においては、めあてや課題を意識して、提示することが習慣化してきた。更にまとめとの整
合性を見直し、児童の思考が課題に沿って流れていくよう改善する。学習規律の徹底に向け、
児童自身の確認や振り返りから一人一人の意識を高める。家庭学習については目標時間を意
識することができたので、内容の改善を図り、定着のための取り組み内容を見直す。

昨年の反省からA評価を
３５％から３８％に引き上げて
いるが、各教科・各領域ともA
評価
は達成した。また昨年度から
の課題であった理科の学力
アップは改善方向であるが、
さらなる工夫が必要である。

項　　目

3.8

2.8


